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1　妙見山古墳東側くびれ部（東南から）

2　寺戸大塚古墳後円開脚丘（東南から）
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「
京
都
向
日
丘
陵
の
前
期
古
墳
群
の
調
査
」
付
図

1　寺戸大塚古墳石室横断面（北から）

魂＼1、

議
2　寺戸大塚古墳石室内遺物出土状態（南から）



図
版

「
京
都
向
日
丘
陵
の
前
期
古
墳
群
の
調
査
」
付
図

1　元稲荷古墳西側くびれ部（南から）

2　元稲荷古墳前方部埴輪区画（北から）
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京
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文
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部
考
古
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室

向
日
丘
陵
古
墳
群
調
査
団

　
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
は
、
一
九
六
七
年
よ
り
七
〇
年
ま
で
四
ケ
年
に

わ
た
り
、
京
都
府
乙
訓
郡
向
日
丘
陵
に
断
在
す
る
前
期
古
墳
群
中
、
妙
見
山

古
墳
の
く
び
れ
部
の
調
査
、
寺
戸
大
塚
古
墳
の
後
円
部
主
体
な
ら
び
に
後
布

部
墳
丘
の
調
査
、
元
稲
荷
古
墳
前
方
部
の
調
査
を
順
次
実
施
し
た
。
そ
れ
ら

の
概
要
を
報
告
す
る
に
あ
た
り
調
査
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
簡
単

に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
一
九
六
七
年
一
月
八
日
、
乙
訓
の
文
化
遣
産
を
守
る
会
の
中
山
修
一
、
小

林
清
両
氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
向
日
丘
陵
の
古
墳
群
を
踏
査
し
た
近
藤

と
都
出
は
、
墳
丘
の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
妙
見
山
古
墳
の
東
側
斜
面
で
一

個
の
円
筒
埴
輪
の
基
底
部
と
葺
石
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る
の
を
認
め
た
。

　
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
で
は
、
一
九
六
六
年
度
よ
り
「
畿
内
に
於
け
る

前
期
古
墳
成
立
基
盤
の
研
究
」
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
の
罪

証
は
前
期
古
墳
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
、
ま
ず
畿
内
に
於
け
る
前

期
古
墳
の
具
体
的
な
編
年
的
位
置
づ
け
を
試
み
、
各
古
墳
の
発
掘
等
を
伴
う

再
検
討
に
よ
っ
て
古
墳
そ
の
も
の
の
中
に
問
題
解
明
の
手
が
か
り
を
み
つ
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
過
去
に
主
体
部
は
調
査
さ
れ
て
も
、

た
だ
そ
れ
だ
け
に
終
っ
．
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に
墳
丘
i
葺
石

の
検
出
、
埴
輪
列
の
追
求
を
も
と
と
し
た
一
な
ら
び
に
主
体
部
の
構
造
論
的

な
面
の
調
査
に
意
を
用
い
、
単
に
副
葬
品
だ
け
に
よ
る
古
墳
群
の
編
…
年
で
は

な
く
し
て
全
体
的
な
観
点
に
立
っ
て
の
再
検
討
を
心
が
け
よ
う
と
し
た
。

　
最
初
に
山
城
地
域
、
特
に
向
日
丘
陵
に
分
布
す
る
前
期
古
墳
群
を
対
象
と

し
て
選
び
踏
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
方
か
ら
み
る
乙
訓
の
丘
陵
は

竹
の
緑
に
覆
わ
れ
た
姿
の
よ
い
形
を
見
せ
て
は
い
て
も
、
一
歩
丘
陵
内
に
入

り
姻
々
の
古
墳
を
検
討
す
る
と
、
竹
藪
の
土
の
い
れ
か
え
の
た
め
、
あ
る
い

は
名
神
高
速
道
路
工
事
、
新
幹
線
工
事
等
に
伴
う
報
土
作
業
、
あ
る
い
は
大

規
模
な
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
な
し
く
ず
し
の
破
壊
の
前
に
さ
ら
さ
れ
て
お
リ
ハ



な
ん
ら
処
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

当
面
の
研
究
対
象
を
向
日
丘
陵
の
前
期
古
墳
に
し
ぼ
り
、
先
述
し
た
観
点
に

立
っ
て
調
査
を
順
次
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
達
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は

有
形
無
形
、
多
数
の
方
々
の
御
好
意
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
中
山

修
一
、
小
林
清
、
橋
本
庄
次
の
諸
氏
、
宿
奢
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
石
塔
寺

武
田
騎
行
、
故
谷
口
日
文
は
じ
め
御
家
族
の
方
々
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
喬
一
）

一
　
妙
見
山
古
墳
く
び
れ
部
の
調
査

京都向日丘陵の前期古墳群の調査

　
ま
ず
手
は
じ
め
に
妙
見
山
古
墳
の
策
側
斜
面
に
露
出
し
て
い
る
埴
輪
の
追

求
な
ら
び
に
葺
石
の
状
態
の
確
認
と
、
後
円
部
南
側
の
断
面
に
露
出
し
て
い

る
石
組
が
、
後
善
部
主
体
の
排
水
溝
の
一
部
か
ど
う
か
の
検
討
を
目
的
と
し

て
一
九
六
七
年
二
月
二
一
日
よ
り
三
月
四
日
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
団
の
構
成
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
調
査
主
体
者
　
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
（
代
表
有
光
教
一
）

　
　
調
査
担
当
者
　
近
藤
喬
一

　
　
調
査
参
加
者
　
都
出
比
呂
志
、
松
原
正
毅
、
加
藤
修
、
小
南
一
郎
、
山

中
一
郎
、
西
弘
海
、
西
田
道
彦
、
林
敏
之
、
増
田
康
之
。
以
上
の
ほ
か
藤
丸

詔
八
郎
、
桃
野
真
晃
、
中
村
徹
也
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
過
去
の
調
査

　
主
と
し
て
墳
丘
調
査
に
関
し
て
の
過
去
の
デ
ー
タ
の
要
点
を
み
て
み
る
と
、

妙
見
山
古
墳
は
三
回
に
わ
た
っ
て
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇

年
京
都
府
史
蹟
調
査
会
に
よ
る
第
一
回
目
の
調
査
で
は
、
前
方
部
正
薗
の
二

段
の
埴
輪
列
、
後
円
壌
頂
部
の
埴
輪
列
が
検
出
さ
れ
、
後
三
主
体
部
に
は
主
軸

に
直
交
す
る
特
異
な
形
の
石
室
と
凝
灰
岩
製
P
の
組
合
式
石
棺
な
ら
び
に
そ

れ
に
附
属
し
た
東
側
の
小
石
室
が
検
出
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
と
も
関
連
す

る
埴
輪
列
に
関
す
る
記
述
を
参
照
す
る
と
、
前
方
部
正
面
で
は
、
最
高
所
よ

り
内
側
約
二
・
四
米
、
外
側
管
沼
・
五
米
の
位
置
（
こ
の
場
合
最
高
所
よ
り
一
．

五
米
下
）
に
円
筒
埴
輪
列
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
両
者
と
も
す
べ

て
完
存
せ
ず
底
部
の
断
片
し
か
な
い
た
め
に
、
円
筒
の
形
、
相
互
間
の
距
離

を
知
り
得
な
か
っ
た
と
あ
る
。
後
円
墳
頂
部
で
は
、
四
個
の
埴
輪
が
六
～
九

糎
の
距
離
を
お
い
て
な
ら
ん
で
い
た
。
径
約
三
〇
糎
内
外
の
も
の
と
長
径
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

八
糎
、
短
径
三
〇
糎
の
構
円
形
の
も
の
が
交
互
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
一
九
四
七
年
の
第
二
回
に
は
西
側
の
小
石
室
が
調
査
さ
れ
こ
の
際
地
山
と

封
土
と
の
関
係
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
く
び
れ
部
中
央
土
取
り
の
為
に
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生
じ
た
が
け
面
に
一
部
水
抜
状
の
遺
構
が
露
出
し
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
第
三
回
の
一
九
四
九
年
、
前
方
部
で
主
軸
直
交
の
粘
土
榔
が
調
査
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

た
。
繋
累
の
三
角
縁
三
神
三
獣
獣
帯
鏡
が
一
面
出
土
し
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
に
全
長
約
一
一
三
米
の
南
々
東
面
す
る
前
方
後
円
墳
の
西
半

部
は
ほ
ぼ
原
形
を
星
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
一
九
六
七
年
私
達
が

調
査
し
た
際
に
は
主
体
部
を
含
む
後
円
索
東
側
の
一
部
が
わ
ず
か
に
残
っ
た

状
態
で
、
封
丘
全
体
か
ら
み
る
と
約
七
分
の
一
し
か
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
調
査

　
東
側
の
く
び
れ
部
の
葺
石
二
段
と
平
坦
面
に
据
え
ら
れ
た
円
筒
埴
輪
一
列
、

五
個
を
明
ら
か
に
し
得
た
（
図
版
∬
一
1
）
。
墳
丘
が
原
形
を
推
し
が
た
い

ほ
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
充
分
な
検
討
を
要
す
る
が
、
過
玄
の

デ
ー
タ
と
も
関
連
さ
せ
て
、
私
達
が
二
一
し
た
上
段
の
葺
石
面
は
、
前
方
部

の
下
か
ら
数
え
て
（
以
下
同
じ
）
二
段
貝
の
傾
斜
面
に
葺
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
葺
石
の
残
存
全
長
は
前
方
部
側
七
・
二
米
、
幅
約
一
米
、
高
さ
○
・

七
米
、
後
円
部
側
で
は
長
さ
二
・
二
米
、
顧
一
・
三
米
、
高
さ
○
・
六
五
米

で
あ
っ
た
。
こ
の
葺
石
裾
に
接
し
た
一
段
目
の
平
坦
面
は
、
蠣
一
・
五
米
あ

り
そ
こ
に
鍵
形
に
五
個
の
円
筒
埴
輪
が
配
澱
さ
れ
て
い
た
。
タ
ガ
一
段
を
含

む
底
部
の
部
分
の
み
で
あ
る
が
す
べ
て
原
位
置
と
い
え
よ
う
。
葺
石
裾
と
埴

輪
間
の
距
離
は
、
前
方
部
側
で
は
二
〇
糎
、
後
円
部
側
で
は
六
〇
糎
で
あ
る
。

埴
輪
の
径
は
四
〇
糎
、
埴
輪
闘
の
心
心
距
離
は
一
・
四
～
一
・
六
米
、
呈
。
つ

と
も
残
り
の
よ
い
も
の
で
高
さ
約
三
〇
糎
あ
っ
た
。
二
段
目
の
葺
石
基
底
は

前
方
部
に
む
か
う
に
つ
れ
て
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
下
降
す
る
。
七
米
の
長
さ

に
対
し
裾
部
高
低
差
は
約
○
・
五
米
（
く
ず
れ
の
た
め
に
正
確
を
期
し
が
た

い
が
）
で
幡
広
く
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

　
一
段
目
の
斜
面
の
葺
石
は
、
く
び
れ
部
の
接
点
よ
り
前
方
部
側
に
六
米
の

位
置
か
ら
残
り
、
長
さ
約
一
・
即
自
、
幅
は
一
・
九
米
、
高
さ
○
・
五
米
の

都
分
だ
け
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
段
目
の
斜
面
は
す
で
に
大
部
分
破
壊
さ
れ

て
お
り
、
基
底
の
平
坦
面
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
埴
輪
列
も
検
出
し
よ
う
が

な
か
っ
た
。
二
段
目
の
葺
石
の
葺
き
カ
を
み
る
と
、
基
底
に
長
さ
二
五
～
三
〇

糎
、
幡
一
〇
～
二
〇
糎
の
か
な
り
大
き
な
石
を
斜
面
に
沿
わ
せ
て
ま
ず
横
に

お
き
、
三
角
形
状
に
と
が
っ
た
部
分
を
埋
め
こ
む
。
場
所
に
よ
り
異
な
る
が

そ
れ
が
二
～
三
段
つ
ま
れ
た
後
、
こ
ぶ
し
大
の
石
を
つ
め
て
い
っ
て
い
る
。

平
坦
蒲
［
で
は
、
と
く
に
葺
石
裾
部
と
円
筒
埴
輪
の
闘
に
は
意
識
的
に
敷
い
た

か
と
見
ら
れ
る
小
石
が
一
部
に
あ
っ
た
。

　
葺
石
の
ふ
き
方
と
も
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
後
述
さ
れ
る
元
稲

荷
古
墳
例
の
如
く
、
く
び
れ
部
の
葺
石
は
後
腹
部
側
を
先
に
し
、
そ
の
こ
前

方
部
側
を
葺
い
た
と
い
っ
た
顕
著
な
特
色
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
石

の
つ
き
あ
た
り
工
合
か
ら
み
れ
ば
あ
る
い
は
後
寒
風
が
先
に
葺
か
れ
、
後
に

前
方
部
を
つ
け
た
し
て
い
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
盛
土
の
し
か
た
と
も
関
連

し
て
検
討
す
る
と
き
、
前
方
部
の
意
義
あ
る
い
億
、
意
識
の
変
化
、
ひ
い
て
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●



：京都向日丘陵の前期古墳群の調査

は
前
方
後
円
墳
の
形
式
変
化
を
考
慮
す
る
上
に
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
点

で
あ
る
と
思
う
。
今
後
検
討
し
た
い
。
ど
の
程
度
の
範
囲
を
一
人
の
人
間
、

あ
る
い
は
一
グ
ル
ー
プ
が
う
け
も
っ
て
作
業
し
た
の
か
、
残
存
状
態
、
残
存

面
積
の
問
題
も
あ
っ
て
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
地
山
面
の
最
上
面
と
判
断
さ
れ
る

灰
黒
色
粘
土
層
が
後
円
部
よ
り
つ
づ
く
が
く
び
れ
部
で
消
滅
す
る
。
先
ほ
ど

の
前
方
部
の
形
成
の
仕
方
の
問
題
と
も
関
連
し
よ
う
か
。
後
円
部
に
は
盛
土

を
も
り
さ
ら
に
二
段
の
平
坦
部
を
つ
く
る
と
考
え
る
。

　
検
出
し
た
平
坦
面
に
は
布
目
瓦
片
が
あ
っ
た
。
ま
た
葺
石
中
よ
り
童
形
蛤

刃
石
斧
断
片
が
一
点
出
土
し
た
。

　
か
つ
て
第
二
回
の
調
査
で
は
先
述
し
た
如
く
、
く
び
れ
部
正
面
の
が
け
面

に
排
水
溝
ら
し
い
も
の
が
露
出
し
北
に
の
び
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回

も
ほ
ぼ
同
様
な
レ
ベ
ル
、
同
様
な
位
置
で
石
組
の
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
し
か
し
検
討
し
た
結
果
、
竹
藪
の
土
の
入
れ
か
え
の
際
じ
ゃ
ま
に

な
っ
た
葺
石
を
ま
と
め
て
ほ
う
り
こ
ん
だ
も
の
と
判
断
し
た
。
過
去
の
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
も
の
と
同
一
の
も
の
か
否
か
の
判
断
に
甘
さ
が
あ
る
が
、

排
水
溝
説
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
に
は
疑
問
を
呈
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
地

山
と
封
土
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
過
去
の
デ
ー
タ
と
の
差
異
が
あ
り
保
留
し

て
お
き
た
い
。
な
お
、
一
九
六
七
年
に
、
墳
丘
断
面
に
お
い
て
、
主
体
部
土

城
二
方
の
一
部
と
思
わ
れ
る
個
所
を
観
察
し
た
が
詳
し
く
は
本
報
告
に
ゆ
ず

る
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
喬
一
）

　
①
　
梅
原
末
治
「
大
枝
村
妙
見
山
古
墳
の
調
査
」
（
『
京
都
府
史
瞭
離
勝
地
謁
査
会
報

　
　
告
』
第
琶
冊
　
一
九
二
〇
年
）

　
②
梅
原
末
治
「
山
城
に
お
け
る
古
式
古
墳
の
調
査
」
（
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告

　
　
譲
』
第
二
｝
冊
　
一
九
五
五
年
）

　
妙
見
山
古
墳
出
土
の
埴
輪

　
原
位
置
で
検
出
し
得
た
埴
輪
は
、
前
方
部
東
側
列
の
四
個
、
後
円
部
南
側

列
の
一
個
合
計
五
個
で
あ
る
。
す
べ
て
円
筒
底
部
十
数
回
を
残
す
の
み
で
、

そ
の
上
の
部
分
は
破
片
と
な
っ
て
、
平
坦
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
埴
輪
の
付
近
に

散
在
し
て
い
た
。
平
坦
面
よ
り
下
方
に
流
れ
落
ち
た
も
の
が
多
い
た
め
、
全

形
を
復
原
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
円
筒
底
部
の
直
径
数
値
は
三
六
～
四

四
糎
の
間
に
分
布
し
、
底
と
第
一
段
タ
ガ
と
の
間
隔
は
一
四
～
一
七
糎
の
あ

い
だ
に
あ
る
。
周
辺
に
散
在
し
た
破
片
の
接
合
は
完
了
し
て
い
な
い
が
、
朝

顔
形
埴
輪
の
壷
の
部
分
の
破
片
も
多
数
あ
り
、
ま
た
円
筒
埴
輪
の
口
縁
端
と

そ
の
直
下
の
タ
ガ
と
の
間
隔
が
数
糎
ほ
ど
の
狭
い
特
殊
円
筒
の
破
片
が
若
干

あ
る
。
円
筒
部
の
透
し
孔
は
方
形
が
最
も
多
く
、
円
形
透
し
孔
の
一
部
を
と

ど
め
る
も
の
が
一
片
あ
る
。
ま
た
破
片
の
中
に
は
円
筒
部
の
方
形
透
し
孔
の

横
に
浅
い
沈
線
で
幾
何
学
的
文
様
を
刻
し
た
も
の
が
若
干
あ
る
。
こ
れ
ら
の

成
形
は
、
底
部
第
一
段
を
七
一
〇
糎
前
後
の
広
い
粘
土
帯
で
つ
く
り
、
そ
の

上
に
幅
二
～
三
糎
の
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
る
技
法
が
一
般
的
で
あ
る
。
外
面

は
全
体
に
タ
テ
方
向
の
捌
毛
目
調
整
を
施
し
、
口
縁
部
は
内
外
面
と
も
に
ヨ
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コ
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
底
部
第
一
段
内
面
は
タ
テ
方
向
に
ユ
ビ
ナ
デ
あ
る
い

は
ヘ
ラ
削
り
で
調
整
し
て
い
る
。
中
間
部
分
の
内
面
は
ユ
ビ
ナ
デ
調
整
が
多

い
が
、
粗
雑
な
た
め
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
た
際
の
接
合
部
を
充
分
に
消
し
て

い
な
い
も
の
が
多
い
。

か
に
分
類
で
き
る
が
、

成
形
お
よ
び
調
整
の
技
法
の
差
に
よ
っ
て
、
い
く
つ

壌
土
は
、
ア
ズ
キ
色
の
粒
子
を
含
む
点
で
共
通
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
鼠
比
呂
志
）
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二
　
寺
戸
大
塚
古
墳
後
円
部
主
体
の
調
査

　
古
墳
の
所
在
は
、
京
都
府
乙
訓
郡
向
日
町
大
字
寺
戸
小
字
芝
山
一
一
－
四
で

後
円
部
に
相
当
す
る
部
分
の
み
寺
戸
区
の
区
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

前
方
部
側
お
よ
び
後
円
部
西
側
は
竹
藪
の
土
取
り
が
相
当
進
行
し
て
お
り
、

な
し
く
ず
し
の
破
壊
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
墳
丘
の
原
形
が
う
か
が

わ
れ
た
の
は
、
調
査
当
時
後
円
部
の
東
側
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
中
山
修
一

氏
、
寺
戸
区
長
岡
崎
利
一
氏
、
寺
戸
公
民
館
長
長
谷
川
三
五
郎
氏
等
を
始
め

と
す
る
方
々
の
御
尽
力
で
調
査
を
お
こ
な
い
得
た
。

　
調
査
は
一
九
六
七
年
七
月
一
五
日
か
ら
九
月
一
五
日
ま
で
実
施
し
た
。
調

査
団
の
構
成
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
調
査
主
体
老
　
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
（
代
表
有
光
教
一
）

　
　
調
査
担
当
者
　
近
藤
喬
一

　
　
調
査
参
加
者
　
都
出
比
呂
志
、
山
本
忠
尚
、
藤
丸
詔
八
郎
、
山
中
一
郎
、

西
弘
海
、
川
又
正
智
、
西
田
道
彦
、
鳥
居
勝
、
小
南
一
郎
、
中
村
徹
也
、
稲

田
孝
司
、
他
に
考
古
学
研
究
会
会
員
の
松
村
博
、
和
田
晴
吾
、
林
敏
之
、
杉

本
洋
一
、
印
藤
和
寛
、
河
津
行
隆
の
参
勤
が
あ
っ
た
。
な
お
発
掘
に
先
立
ち

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
牛
川
幸
喜
、
山
沢
義
貴

両
氏
に
依
頼
し
て
後
円
部
主
体
の
電
気
探
査
を
お
願
い
し
た
。

　
墳
丘
の
外
形
は
前
方
部
の
先
端
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
全
長
約
九
八
米
、
前

方
部
幅
四
五
米
、
残
存
高
は
約
三
米
、
後
円
部
径
五
七
米
、
後
円
部
の
高
さ

九
・
八
米
（
最
高
所
の
標
高
は
八
四
・
八
米
）
の
前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
は

向
日
丘
陵
の
脊
梁
部
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
お
り
主
軸
は
北
一
二
度
西
を
さ

し
前
方
部
は
先
述
し
た
妙
見
山
古
墳
と
同
じ
く
南
々
東
面
す
る
。

　
過
去
の
調
査

　
一
九
二
三
年
、
一
九
竺
○
年
、
一
九
四
二
年
の
三
度
に
わ
た
り
前
方
部
の

ほ
ぼ
中
央
で
主
軸
に
併
行
し
た
竪
穴
式
石
室
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
石
室
の

方
位
は
北
一
〇
度
西
を
さ
す
。
石
室
長
は
内
の
り
で
約
説
・
二
米
、
幅
は
北

端
で
九
九
糎
、
南
端
で
九
〇
糎
、
高
さ
は
粘
土
床
中
央
よ
り
天
井
石
ま
で
一
・

二
九
米
（
壁
体
高
九
七
糎
）
あ
る
。
天
井
石
は
凝
灰
岩
製
P
の
輝
石
で
九
個
あ
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挿図1　寺戸大塚古墳後円部発掘範囲（1／400）（山本忠尚製図）

り
壁
体
に
は
朱
を
塗
抹
し
、
壁
体

の
控
え
積
の
部
分
の
み
に
か
粘
土

被
覆
が
み
ら
れ
た
。
石
室
内
に
は

宜
子
孫
銘
の
獣
帯
鏡
、
彷
製
品
格

変
形
獣
文
鏡
、
彷
製
三
角
縁
甲
神

三
獣
獣
帯
鏡
各
一
面
を
含
む
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

の
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

　
主
　
体
部

　
墳
頂
平
坦
面
に
ま
ず
一
辺
八
米

の
方
形
壇
輪
列
が
認
め
ら
れ
た

（
挿
図
3
）
。
埴
輪
列
な
ら
び
に
内

側
に
敷
か
れ
た
板
石
列
、
バ
ラ
ス

等
に
つ
い
て
は
一
九
六
八
年
の
第

二
次
調
査
の
記
載
と
の
関
連
で
一

括
し
て
の
べ
る
こ
と
に
し
こ
こ
で

は
触
れ
な
い
。

　
方
形
埴
輪
列
は
墳
頂
部
の
ほ
ぼ

中
央
の
位
醗
を
占
め
て
い
た
が
主

軸
と
併
行
し
た
竪
穴
式
石
室
は
墳

丘
軸
線
よ
り
西
側
に
片
よ
っ
て
い
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た
。
石
室
を
つ
く
る
た
め
の
掘
り
方
は
二
段
に
な
っ
て
い
た
（
挿
図
1
に
破

線
で
示
す
）
。

　
ま
ず
墳
丘
を
あ
ら
か
じ
め
築
造
し
、
後
円
中
心
部
と
お
ぼ
し
い
あ
た
り
に
、

南
北
長
三
一
〇
・
六
米
、
幅
約
九
・
一
米
、
深
さ
一
・
六
米
の
一
段
目
の
掘
り
方

を
つ
く
る
。
（
掘
り
方
の
は
じ
ま
る
位
置
は
埴
輪
の
底
よ
り
五
五
糎
下
に
あ

る
）
。
つ
い
で
そ
の
内
側
に
長
さ
九
米
、
幅
五
米
、
深
さ
二
二
五
米
の
二
段

目
の
掘
り
こ
み
を
つ
く
る
。
掘
り
方
の
基
底
の
四
周
（
南
西
隅
と
東
側
の
一

部
で
し
か
確
認
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
四
周
に
な
ろ
う
）
に
は
幅
約
四

三
糎
、
深
さ
約
一
〇
糎
の
溝
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
丘
陵
面
は
南
に
向
っ
て
下

る
の
で
確
認
は
し
て
い
な
い
が
南
東
隅
に
排
水
溝
が
の
び
て
い
た
か
あ
る
い

は
一
部
深
く
掘
り
凹
め
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
次
に
厚
さ
三
六
糎
ま
で

掘
り
戸
内
全
面
に
バ
ラ
ス
を
し
く
。
そ
の
中
央
部
に
長
さ
約
六
・
八
米
、
幅

約
一
．
四
米
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
チ
ャ
ー
ト
の
板
石
を
し
く
。
そ
の
板
石
の

上
を
お
お
う
状
態
で
幅
三
一
・
七
五
米
、
長
さ
六
・
二
五
米
、
中
央
で
の
厚
さ

二
〇
糎
、
肩
で
の
厚
さ
四
五
糎
の
粘
土
床
を
つ
く
る
。
東
側
断
面
の
所
見
で

は
チ
ャ
ー
ト
の
板
石
の
端
と
粘
土
端
の
間
隔
は
一
〇
糎
あ
り
、
そ
の
部
分
だ

け
パ
ラ
ス
が
斜
面
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
間
隔
の
部
分
、
バ
ラ
ス
上
に

は
ベ
ン
ガ
ラ
の
附
着
が
み
ら
れ
た
。
壁
体
に
塗
抹
さ
れ
た
も
の
あ
る
い
は
粘

土
床
の
外
側
の
部
分
に
ぬ
ら
れ
た
も
の
が
水
分
に
と
け
て
流
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
図
版
皿
1
1
）
。

鰍
、
・

挿図2　寺戸大塚古墳後円部石室（復原後）

　
粘
土
床
の
断
面
の
ベ

ン
ガ
ラ
の
線
よ
り
判
断

す
る
と
、
ま
ず
浅
い
U

字
形
に
粘
土
床
を
つ
く

り
そ
の
全
体
に
ベ
ン
ガ

ラ
を
塗
抹
す
る
。
つ
ぎ

に
内
側
両
側
に
三
角
形

の
粘
土
を
お
く
。
そ
の

上
に
木
棺
を
お
き
、
木

棺
の
内
側
に
水
銀
朱
を

ぬ
る
。
木
棺
の
身
を
お

い
た
後
さ
ら
に
両
側
に

あ
る
程
度
の
高
さ
ま
で

粘
土
を
つ
め
そ
の
上
に

盛
冬
副
葬
品
を
置
い
た

と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の

面
の
粘
土
上
に
ベ
ン
ガ

ラ
の
塗
抹
は
な
い
。
木

棺
の
両
木
口
に
は
木
口

お
さ
え
の
粘
土
を
つ
め
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て
あ
っ
た
。

　
壁
体
に
は
チ
ャ
ー
ト
の
板
石
を
用
い
る
。
粘
土
床
の
…
眉
か
ら
測
っ
て
高
さ

約
一
・
三
五
米
の
位
置
ま
で
つ
む
。
壁
体
の
ひ
か
え
に
は
、
壁
体
に
接
し
て

チ
ャ
ー
ト
の
板
石
一
～
一
一
枚
を
用
い
る
他
は
、
下
段
墓
綴
の
上
端
ま
で
大
量

の
バ
ラ
ス
を
つ
め
、
部
分
的
に
大
き
な
栗
石
を
意
識
的
に
加
え
て
補
強
し
て

い
る
。
か
く
し
て
出
来
た
石
室
の
長
さ
は
上
端
で
約
六
・
四
五
米
、
粘
土
床

中
央
よ
り
測
っ
て
高
さ
一
・
六
米
、
北
端
（
頭
部
側
）
上
端
で
の
幅
八
五
糎
、

南
端
（
足
部
側
）
上
端
で
の
幅
七
六
糎
を
呈
す
る
。

　
こ
の
石
室
の
上
に
計
一
一
個
の
天
井
石
を
の
せ
る
。
う
ち
三
個
は
花
露
岩

で
あ
り
、
他
は
チ
ャ
ー
ト
お
よ
び
砂
岩
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
天
石

井
の
間
に
は
チ
ャ
ー
ト
の
板
石
を
つ
め
て
い
た
。
類
例
は
滋
賀
県
瓢
策
山
古

墳
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
天
井
石
の
範
囲
の
み
を
お
お
う
形
で
幅
約
二
米
、
長

さ
約
八
・
二
米
、
厚
さ
中
央
部
で
六
五
糎
の
粘
土
被
覆
を
お
こ
な
う
。
最
後

に
粘
土
被
覆
上
全
面
に
厚
さ
歩
一
〇
糎
の
バ
ラ
ス
を
し
く
。
控
え
づ
み
の
上

に
粘
土
被
覆
は
な
い
。

　
二
段
目
の
墓
披
上
面
と
天
井
石
下
面
と
が
相
応
ず
る
。
つ
い
で
一
段
目
の

墓
壌
を
す
べ
て
埋
め
も
ど
す
。
最
後
に
墳
頂
平
壇
部
の
み
か
、
さ
ら
に
墓
塘

全
体
を
お
お
う
形
で
、
場
所
に
よ
り
異
な
る
が
、
厚
さ
五
五
糎
ば
か
り
土
を

も
っ
て
墳
丘
を
再
形
成
す
る
。
周
囲
は
し
ら
ず
墳
頂
部
で
は
再
形
成
し
た
墳

丘
の
中
央
線
に
あ
わ
せ
て
、
　
一
辺
八
米
を
呈
す
る
円
筒
埴
輸
列
（
合
計
五
五

姻
の
堰
輪
）
が
た
て
ら
れ
、
板
石
が
内
側
に
二
列
に
し
か
れ
、
方
形
内
の
み

バ
ラ
ス
が
か
な
り
の
厚
さ
で
壇
状
に
つ
ま
れ
、
西
側
で
土
師
羅
を
使
用
し
た

祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
調
査
の
結
果
か
ら
後
円
主
体
部
の
築
造
過
程
を
再
現
す
れ
ば
以
上
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

　
出
土
遺
物

　
出
土
遺
物
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
鏡
（
舶
載
三
角
縁
推
定
天
王
田
月
銘
四
神
四
獣
鏡
片
一
、
舶
載
三
角
縁
仏

獣
鏡
一
）
、
三
内
合
子
（
楕
円
形
の
も
の
蓋
の
み
一
、
蓋
身
と
も
に
揃
っ
た

も
の
一
、
円
形
で
蓋
身
揃
っ
た
も
の
一
）
、
硬
玉
製
勾
玉
一
、
碧
玉
製
石
釧

八
、
碧
玉
製
管
玉
一
九
、
鉄
製
鎌
五
～
六
、
短
冊
形
鉄
斧
二
～
三
、
虚
器
鉄

三
二
、
鉄
刀
子
嚢
、
鉄
剣
四
、
鉄
製
素
戒
刀
大
刀
一
を
含
む
鉄
刀
九
～
一
二
、

中
に
鉋
も
含
ま
れ
る
か
鉄
鑛
の
茎
と
お
も
わ
れ
る
も
の
多
数
。

　
盗
掘
を
う
け
て
お
り
石
室
よ
り
出
土
し
た
平
安
末
～
鎌
倉
初
か
と
お
も
わ

れ
る
土
師
質
の
皿
数
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
に
も
遺
物
が
、
特
に
頭

部
側
に
は
あ
っ
た
か
と
推
さ
れ
る
。
遺
物
の
出
土
状
態
、
個
々
の
も
の
の
説

明
、
あ
る
い
は
古
墳
の
構
造
よ
り
み
た
問
題
点
、
古
墳
相
互
間
の
形
式
編
年

等
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
正
報
告
に
お
い
て
の
べ
た
い
。
鏡
の
み
に
つ
き
簡
単

に
ふ
れ
て
お
く
。

　
鏡
に
つ
い
て
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石
室
北
端
（
頭
部
側
）
の
短
辺
の
壁
体
に
倒
れ
か
か
っ
た
状
態
（
あ
る
い
は

た
て
か
け
た
状
態
）
で
鏡
背
面
を
上
に
向
け
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
破
片
が
一

点
出
土
し
た
。
鋭
い
鋳
あ
が
り
、
型
鋼
色
を
呈
し
た
上
質
よ
り
み
て
舶
載
晶

で
あ
ろ
う
。
唐
草
文
帯
の
一
部
を
含
む
外
区
の
小
破
片
で
あ
る
。
復
原
径
は

一
二
・
六
事
。
こ
の
鏡
の
特
色
は
旭
区
両
鋸
歯
文
帯
に
は
さ
ま
れ
た
波
帯
の

部
分
で
あ
る
。
普
通
は
複
線
波
文
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
本
鏡
で
は
単
線
で
し

か
も
珠
点
を
加
え
て
い
る
。
小
林
行
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
兵
庫
県
求
女

塚
古
墳
出
土
の
三
角
縁
天
王
日
月
銘
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡
が
本
訴
に
最
も

近
い
。
西
田
守
夫
氏
よ
り
得
た
写
真
に
よ
る
と
同
箔
鏡
の
可
能
性
が
高
い
。

　
唐
草
文
帯
に
注
意
す
る
と
、
大
分
県
赤
塚
古
墳
出
土
の
二
神
心
痛
鏡
、
京
都

府
糖
井
大
塚
山
古
墳
出
土
天
王
日
月
銘
四
神
四
獣
異
例
が
あ
る
。
ま
た
波
文

に
珠
点
を
加
え
た
例
と
し
て
は
、
同
じ
く
棒
井
大
塚
山
古
墳
よ
り
獣
文
帯
天

王
日
月
銘
四
神
四
獣
鏡
が
あ
り
、
沸
の
島
一
八
号
遺
蹟
で
は
天
王
日
月
獣
文

筆
四
神
二
掛
鏡
が
田
土
し
て
い
る
。
京
都
府
長
法
寺
南
原
古
墳
で
は
複
線
波

文
に
野
点
を
加
え
た
窟
宜
高
官
銘
獣
妙
絶
三
神
三
獣
鏡
例
が
あ
る
。
し
か
し

諸
例
よ
り
判
断
し
て
本
鏡
片
は
内
曇
を
ま
っ
た
く
欠
く
も
天
王
日
月
銘
唐
草

文
帯
四
神
四
獣
鏡
の
可
能
性
が
最
も
高
い
か
と
推
定
す
る
。

　
石
室
中
央
よ
り
南
（
足
部
側
）
で
三
角
縁
仏
獣
鏡
（
図
版
1
お
よ
び
田
1

2
）
＝
圓
が
合
子
等
の
遣
物
と
出
土
し
た
。
本
鏡
は
同
じ
向
日
丘
陵
の
北
端

賢
く
に
か
つ
て
あ
っ
た
百
々
池
古
墳
出
土
の
一
鏡
と
竪
子
晶
で
あ
る
こ
と
を
、

東
京
国
立
博
物
館
で
実
見
し
た
際
に
み
つ
け
た
。
百
々
池
例
は
西
田
守
夫
氏

の
御
教
示
に
よ
れ
ば
重
鐙
八
八
四
瓦
で
あ
る
が
、
本
島
は
八
〇
二
・
五
瓦
で

あ
っ
た
。
岡
箔
鏡
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
重
量
を
測
定
し
て
み
る
と
か
な

り
差
異
が
あ
る
も
の
が
多
く
、
い
ず
れ
検
討
し
た
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
事

は
鏡
の
鋳
造
の
仕
方
と
も
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
深
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
百
々
池
例
は
文
様
全
体
の
鋳
出
も
悪
く
、
型
く
ず
れ
と
か
さ
び
の
た
め

も
あ
り
背
颪
の
図
像
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
本
鏡
に
く
ら
べ
熱
望
の
も
の
と

思
う
。

　
本
選
で
み
る
と
径
に
比
し
て
大
き
な
鉦
一
径
約
三
・
七
五
糎
一
を
も
ち

（
普
通
の
三
角
縁
神
獣
鏡
で
は
三
・
五
立
位
で
あ
る
が
）
鉦
座
に
は
二
重
に

蓮
弁
様
の
花
文
を
鋳
だ
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
膚
節
理
文
帯
が
あ
る
。
外
区
は

複
線
波
文
正
の
両
側
に
鋸
歯
文
帯
を
配
し
た
通
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
鋸
歯

文
が
か
な
り
火
き
い
。

　
内
区
に
は
円
座
を
も
つ
大
き
め
の
六
乳
を
等
分
に
配
し
乳
間
に
単
像
式
の

三
神
三
獣
を
い
れ
る
。
三
神
は
お
の
お
の
結
跳
鉄
坐
し
膝
前
で
両
手
を
合
せ

て
禅
定
の
印
を
結
ん
で
い
る
。
羽
あ
る
い
は
翼
か
と
お
も
わ
れ
る
表
現
が
わ

ず
か
に
細
線
化
さ
れ
た
一
線
で
表
出
さ
れ
て
い
る
。
一
の
座
像
は
両
側
に
飾

付
の
豊
山
冠
を
か
む
り
胸
に
は
両
乳
が
表
現
さ
れ
、
膝
の
横
左
右
に
三
弁
つ

つ
の
花
弁
を
表
現
す
る
。
薄
華
座
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
象
龍
氏
に

相
当
す
る
の
か
右
向
き
の
龍
に
ま
た
が
る
羽
人
、
周
囲
に
雲
気
あ
る
い
は
霊
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京都向日丘陵の前期古墳群の調査

枝
が
み
え
る
。
通
天
冠
を
か
ぶ
っ
た
像
、
角
の
あ
る
怪
獣
、
三
山
冠
を
か
ぶ

っ
た
像
で
両
側
に
や
は
り
蓮
弁
が
裏
出
さ
れ
て
い
る
、
角
の
あ
る
口
を
大
き

く
あ
け
た
龍
P
小
乳
の
下
に
魚
一
匹
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　
こ
の
鏡
背
面
の
モ
チ
8
ー
フ
に
非
常
に
よ
く
類
似
し
て
い
る
の
が
、
梅
原
末

治
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
奈
良
県
津
山
古
墳
出
土
の
一
二
角
縁
獣
文
帯
仏
黒
革

で
あ
る
。
径
は
獣
帯
の
部
分
を
の
ぞ
く
と
ほ
ぼ
本
島
に
な
る
。
内
区
の
文
様

は
新
山
例
で
は
仏
像
に
円
光
背
あ
り
、
蓮
華
座
の
上
に
坐
し
、
像
の
左
右
両

側
に
直
黒
様
の
も
の
を
表
出
す
る
が
、
本
例
で
は
こ
れ
ら
が
先
述
し
た
如
く

省
略
さ
れ
、
簡
略
化
さ
れ
た
褒
現
と
な
っ
て
お
る
。
鋸
歯
文
の
あ
ら
い
こ
と

も
類
似
す
る
。
た
だ
鉦
座
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
る
。
し
か
し
両
老
の
製

作
個
所
は
無
関
係
と
は
い
え
ぬ
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ま
で
鏡
背
面
の
文
様
中
仏
像
の
表
現
が
み
ら
れ
る
も
の
は
他
に
七
例

し
か
知
ら
ぬ
。
蔓
鳳
鏡
に
二
種
二
面
、
画
文
覚
仏
獣
鏡
に
二
種
三
面
（
岡
山

県
王
墓
山
古
墳
出
土
品
と
、
長
野
県
御
漏
堂
古
墳
と
同
型
の
千
葉
県
沖
古
墳

出
土
品
）
、
ゴ
一
角
縁
神
獣
鏡
に
三
種
陰
面
（
新
山
古
墳
例
、
お
よ
び
同
箔
品
で

は
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
と
京
都
府
百
々
池
古
墳
出
土
の
天
王
日
月
銘

二
神
二
二
鏡
、
岡
山
県
天
神
山
古
墳
出
土
三
神
三
聖
鏡
）
で
あ
る
。
新
山
例

を
含
む
こ
れ
ら
七
種
九
面
い
ず
れ
も
中
国
製
の
鏡
で
あ
る
。
本
署
も
舶
載
・

彷
製
の
判
断
に
苦
ル
む
が
舶
載
品
か
と
考
え
る
。

　
錘
座
の
蓮
弁
は
隅
…
田
八
幡
画
像
鏡
に
一
重
の
衷
出
さ
れ
た
も
の
一
例
を
知

る
に
す
ぎ
ぬ
。
た
だ
本
例
の
ご
と
き
蓮
境
内
の
表
現
と
は
や
や
異
な
る
が
京

都
府
ト
ヅ
カ
古
墳
、
大
阪
府
長
持
山
古
墳
等
か
ら
出
土
し
て
い
る
毛
掻
作
神

人
歌
舞
画
像
鏡
二
種
五
面
が
あ
る
。
ま
た
趣
は
や
や
異
な
る
が
『
漸
江
出
土

銅
鏡
選
集
』
中
の
画
像
鏡
に
は
、
罪
質
に
蓮
座
様
あ
る
い
は
重
畳
た
る
山
岳

を
示
す
か
の
如
き
表
出
が
多
数
み
ら
れ
る
。
仏
教
文
化
の
影
響
が
鏡
背
面
の

文
様
に
も
あ
ら
わ
れ
だ
し
た
の
は
漢
末
以
後
の
こ
と
で
、
本
鏡
も
漢
末
三
国

代
江
南
の
地
で
の
製
作
に
な
る
も
の
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
流
入
は
も
っ
と
後
に
考
え
ら
れ
て
お
る
。
こ
れ

を
も
し
彷
製
と
す
る
に
は
帰
化
系
工
人
の
手
に
な
る
も
の
と
す
る
も
問
題
が

生
じ
、
ひ
い
て
は
三
角
縁
神
獣
鏡
の
出
自
に
対
す
る
疑
問
に
も
答
え
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
現
在
の
出
土
品
で
の
セ
ッ
ト
関

係
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
詳
細
は
本
報
告
に
ゆ
ず
る
が
、

例
え
ば
寺
戸
大
塚
古
墳
の
前
方
部
・
後
円
部
両
石
室
出
土
の
鏡
群
と
百
々
池

古
墳
出
土
の
鏡
の
セ
ッ
ト
に
は
非
常
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
仮
に
両
者

の
年
代
を
相
近
い
と
せ
ん
か
、
一
括
し
て
得
た
鏡
の
一
部
を
片
方
は
伝
世
し

た
後
、
前
方
部
の
石
室
に
副
葬
し
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
何
を

意
味
す
る
か
。
前
方
部
の
被
葬
者
が
ま
さ
に
次
代
を
つ
ぐ
も
の
と
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
単
に
同
墳
埋
葬
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
別
の
観
点
か
ら
も

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
類
似
す
る
年
代
を
示
す
と
す
る
な
ら
ば
、
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立
地
等
を
別
に
し
て
例
え
ば
向
日
丘
陵
中
で
の
前
期
古
墳
群
を
大
励
南
北
二

三
に
わ
け
る
根
拠
を
う
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
首
長
系
列
を
示
す
古
墳
群
中

の
鏡
の
セ
ッ
ト
の
再
検
討
は
後
に
お
こ
な
い
た
い
。
　
（
近
藤
裾
一
）

①
　
梅
原
宋
治
「
乙
訓
郡
寺
戸
ノ
大
塚
古
墳
」
（
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』

　
第
四
冊
　
」
九
二
三
年
）
、
梅
原
末
治
「
山
城
に
お
け
る
古
式
古
墳
の
調
査
」
（
『
京

　
都
府
文
化
財
調
査
報
告
轡
』
第
二
一
翻
　
一
九
五
五
年
）
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三
　
寺
戸
大
塚
古
墳
後
円
部
墳
丘
の
調
査

　
調
査
経
過

　
墳
頂
部
方
形
聰
輪
列
お
よ
び
内
部
主
体
は
、
一
九
六
七
年
に
調
査
し
た
の

で
、
今
回
は
、
墳
丘
築
成
法
、
葺
石
、
埴
輪
の
確
認
を
目
的
と
し
て
保
存
の

良
好
な
墳
丘
の
東
押
部
を
発
掘
し
た
。

　
　
調
査
主
体
者
　
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
蜜
（
代
表
有
光
教
一
）

　
　
調
査
担
当
者
　
都
出
比
呂
志

　
　
調
査
沼
江
者
　
中
村
徹
也
、
山
本
忠
尚
、
山
中
一
郎
、
孫
乗
憲
、
峯
魏
、

稲
田
孝
司
、
田
辺
征
夫
、
永
島
暉
臣
慎
、
関
隆
志
、
小
南
一
郎
、
西
弘
海
、

川
又
正
智
、
鳥
居
勝
、
西
田
道
彦
、
丸
尾
兼
平
、
川
西
宏
幸
、
丹
羽
祐
一
、

井
田
留
里
子
、
堀
内
規
矩
雄
。
以
上
の
ほ
か
加
藤
修
、
藤
丸
詔
八
郎
ら
の
応

援
を
受
け
、
さ
ら
に
京
大
考
古
学
研
究
会
の
松
村
博
、
林
敏
之
、
喜
多
川
氏

か
ら
は
測
量
学
で
の
援
助
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
牛
川
喜
幸
、
伊
東
大
作
、
佃
幹
雄
、

田
中
哲
雄
氏
ら
に
は
墳
丘
の
写
真
測
量
を
担
表
し
て
頂
い
た
。
京
大
理
学
蔀

清
水
大
吉
郎
氏
に
は
葺
石
石
材
の
岩
石
鑑
定
を
お
願
い
し
た
。
土
地
所
有
者

で
あ
る
寺
戸
区
事
務
所
、
宿
舎
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
石
塔
寺
へ
と
共
に
、

感
謝
の
意
を
出
し
た
い
。
な
お
、
調
査
期
間
は
一
九
六
八
年
七
月
一
四
日
か

ら
九
月
二
八
日
の
ニ
ケ
月
半
で
あ
り
、
発
掘
予
算
の
一
部
は
一
九
六
八
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費
に
負
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
調
査
は
、
ト
レ
ン
チ
設
定
か
ら
は
じ
ま
り
、
墳
丘
中
心
か
ら
三
方

向
に
幅
二
米
の
ト
レ
ン
チ
を
放
射
状
に
三
本
設
け
、
墳
丘
中
心
か
ら
東
南
方

向
の
も
の
を
第
一
ト
レ
ン
チ
、
東
方
向
の
も
の
を
第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
北
方
向

の
も
の
を
第
三
ト
レ
ン
チ
と
呼
ん
だ
。
墳
丘
は
三
段
築
成
で
あ
る
が
、
下
か

ら
第
一
、
第
二
、
第
三
段
と
呼
ぼ
う
。
北
端
の
第
三
ト
レ
ン
チ
付
近
で
第
一

段
が
竹
藪
の
開
墾
で
削
り
取
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
保
存
は
良
好
で
あ
っ
た
。

各
段
の
斜
面
及
び
各
段
平
坦
面
に
は
蘇
石
が
遺
存
し
、
原
位
置
に
あ
る
葺
石

と
崩
落
し
た
そ
れ
と
の
区
別
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
葺
石
中
の
埴
輪
片
の
混

在
の
有
戴
を
手
が
か
り
と
し
て
作
業
を
進
め
た
。
以
上
の
ト
レ
ン
チ
観
察
を
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も
と
に
、
第
一
、
第
二
両
ト
レ
ン
チ
で
挾
ま
れ
る
区
域
内
の
全
面
調
査
に
移

り
、
第
一
段
の
み
は
調
査
区
域
を
よ
り
北
方
に
拡
張
し
、
さ
ら
に
墳
頂
肩
部

を
全
面
調
査
し
、
前
年
の
方
形
埴
輪
列
の
外
側
の
土
器
供
献
区
画
を
も
調
査

し
た
。
以
上
の
発
掘
区
域
は
挿
図
1
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
項
目
別

に
調
査
結
果
を
述
べ
る
。
な
お
、
方
形
埴
輪
列
は
前
年
に
発
掘
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
一
括
し
て
記
述
す
る
。

　
墳
丘
築
成

　
前
記
の
と
お
り
墳
丘
は
三
段
築
成
で
あ
る
（
図
版
皿
1
2
）
墳
懸
盤
平
坦

面
を
基
底
平
坦
面
、
そ
の
上
に
順
に
第
一
段
斜
面
、
第
一
段
平
坦
面
、
第
二

段
斜
面
、
第
二
段
平
坦
面
、
第
三
段
斜
面
そ
し
て
墳
頂
平
坦
面
と
呼
ぶ
。
第

ニ
ト
レ
ン
チ
部
分
で
の
断
ち
割
り
の
観
察
か
ら
す
れ
ば
、
第
二
段
の
半
分
以

下
が
地
山
で
、
そ
れ
よ
り
上
が
盛
土
で
あ
る
。
地
山
上
面
の
標
高
は
後
織
部

北
端
で
八
○
・
○
米
、
く
び
れ
部
付
近
で
七
九
・
五
米
で
あ
る
か
ら
、
北
か

ら
南
に
む
か
っ
て
緩
か
に
傾
斜
す
る
丘
陵
尾
根
を
削
り
、
整
形
し
て
第
一
段

お
よ
び
第
二
段
下
半
部
ま
で
を
築
成
し
、
そ
の
削
り
と
っ
た
土
を
盛
り
あ
げ

て
い
る
。
つ
ま
り
墳
丘
の
総
高
一
〇
米
の
う
ち
半
分
が
盛
土
で
あ
る
。
断
面

観
察
に
よ
れ
ば
盛
土
は
幾
層
に
も
分
け
て
積
ま
れ
、
そ
の
工
程
中
、
少
く
と

も
三
回
水
平
に
な
ら
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
さ
て
、
各
段
平
坦
面
は
い
ず
れ
も
幅
一
・
二
～
一
・
五
米
と
一
定
し
て
い

る
。
他
方
、
各
段
斜
面
の
数
値
（
単
位
は
米
）
を
高
さ
、
水
平
幅
、
斜
距
離

の
順
に
記
す
と
、
第
一
段
は
、
二
、
三
、
四
、
第
二
段
は
三
、
五
、
六
、
第

三
段
は
四
、
七
、
八
と
な
っ
て
、
第
三
段
目
が
最
長
と
な
る
。
傾
斜
角
度
は

各
段
斜
面
と
も
約
三
三
度
で
あ
る
。

　
葺
　
　
　
石

麟
籔

挿図3　寺戸大塚古墳後円部墳丘葺石断面図
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各
斜
面
に
は
葺
石
を
貼
り
つ
け
て
い
た
が
、
ど
の
段
に
お
い
て
も
斜
面
上

半
部
の
葺
石
は
崩
落
し
て
、
下
半
部
の
葺
石
お
よ
び
平
坦
面
に
積
み
重
な
っ

て
い
た
。
本
法
の
戦
前
の
調
査
に
お
い
て
梅
原
末
治
氏
が
「
ハ
チ
マ
キ
状
の

葺
石
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
こ
の
状
態
を
誤
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

葺
石
の
石
材
は
チ
ャ
ー
ト
、
砂
岩
の
礫
が
多
く
、
概
し
て
小
形
で
あ
る
。
た

だ
第
一
段
の
み
は
基
底
部
に
三
〇
～
五
〇
糎
大
の
石
を
根
石
と
し
て
据
え
て

い
る
。
葺
石
の
積
み
方
は
根
石
を
据
え
た
あ
と
、
襲
込
め
の
小
石
を
つ
め
て
、

そ
の
上
に
順
次
積
み
あ
げ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
挿
図
3
）
。
な
お

基
底
部
葺
石
の
確
認
に
よ
っ
て
後
円
部
直
径
は
五
四
米
と
な
っ
た
。

　
墳
頂
部
方
形
埴
輪
列

　
墳
頂
平
坦
颪
は
直
径
一
五
米
の
円
形
で
あ
る
が
、
こ
の
円
の
中
央
に
壌
輪

を
巡
ら
し
た
方
形
区
画
が
あ
っ
た
。
方
形
の
一
辺
は
約
八
米
あ
り
、
東
西
の

二
季
は
竪
穴
式
石
室
構
築
用
の
外
側
土
墳
の
上
端
に
ほ
ぼ
沿
い
、
南
湖
は
土

壌
南
辺
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
北
辺
は
土
墳
北
辺
よ
り
内
側
に
位
醒
す
る
。

埴
輪
の
内
側
に
列
に
沿
っ
て
チ
ャ
ー
ト
の
板
石
を
並
べ
　
（
挿
図
4
）
、
小
礫

が
埴
輪
列
の
内
側
に
単
二
〇
糎
の
厚
さ
で
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ

の
方
形
埴
輪
列
に
と
ウ
ま
か
れ
た
方
形
の
低
い
壇
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
埴
輪
は
円
筒
基
底
部
約
二
〇
～
三
〇
糎
を
残
し
て
お
り
、
方
形
の
心
事

に
一
三
～
一
四
個
、
合
計
五
三
個
樹
立
し
、
さ
ら
に
北
辺
の
や
や
西
よ
り
の

内
側
に
一
飼
、
西
翠
中
央
の
内
側
に
一
個
あ
っ
た
。

　
埴
輪
列
は
、
円
筒
埴
輪
と
朝
顔
七
飯
輪
と
か
ら
な
る
。
破
片
の
接
合
が
完

了
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
両
者
の
配
列
順
序
は
明
確
で
な
い
が
、
円
筒
埴

輪
二
～
三
個
に
対
し
て
朝
顔
形
埴
輪
が
一
個
の
割
合
で
あ
る
。
円
筒
底
部
の

直
径
は
三
五
糎
前
後
の
も
の
が
最
も
多
く
、
北
西
隅
と
南
西
隅
に
は
直
径
が

五
〇
糎
に
達
す
る
大
形
贔
を
配
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
円
筒
埴
輪
と
朝
顔
形
埴

輪
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
斜
面
の
そ
れ
と
変
ら
な
い
の
で
、
あ
わ
せ
て

後
述
す
る
が
、
こ
の
埴
輪
列
中
の
破
片
の
中
に
、
ヘ
ラ
描
き
沈
線
に
よ
る
畿

何
学
的
文
様
を
施
し
た
も
の
が
数
片
あ
っ
て
、
定
式
化
し
た
形
象
埴
輪
と
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
円
筒
埴
輪
や
朝
顔
形
埴
輪
と
は
区
別
さ
れ
る
。

　
土
師
器
供
献
区
画

　
方
形
埴
輪
列
田
辺
の
外
側
に
辺
に
接
し
て
南
北
五
米
、
凍
西
二
米
の
ほ
ぼ

長
方
形
の
立
撃
に
土
師
器
片
が
密
集
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
師
器
片
は

方
形
列
の
北
・
東
・
南
の
各
辺
外
側
に
は
一
片
す
ら
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
土
師
器
は
小
片
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
形
丸
底
壷
、
複
合
口
縁

を
持
つ
小
型
壷
、
高
杯
な
ど
の
器
種
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
種
に

つ
い
て
数
個
体
つ
つ
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
大
き
く
外
反
す
る
軍
部
内
面
に
ヘ

ラ
描
き
沈
線
で
鋸
歯
文
を
施
し
た
特
殊
な
高
杯
が
こ
の
区
画
か
ら
検
出
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
土
師
器
片
散
布
区
画
は
石
室
を
土
で
睡
っ
た
後
の
供

献
儀
式
の
場
所
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
野
辺
の
両
隅
に
大
型
円
筒

を
配
し
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
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、藩
麟
麟

の
土
師
器
の
示
す
特
徴
は
、
大
阪
府
小
野
江
北
遺
跡
出
土
品
と
の
類
似
点
が

多
い
。

　
斜
面
平
坦
部
埴
輪
列

　
そ
れ
ぞ
れ
の
段
の
平
坦
面
に
円
筒
埴
輪
列
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
遺
存
状

態
は
下
に
ゆ
く
ほ
ど
良
好
で
、
基
底
平
坦
面
埴
輪
列
は
円
筒
の
底
部
約
二
〇

～
三
〇
糎
を
残
す
も
の
も
あ
っ
た
の
で
、
配
列
状
態
を
正
確
に
把
え
る
こ
と

挿図4　寺戸大塚古墳後円部墳頂方形埴輪列北辺（東から）

が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

円
筒
の
間
隔
は
約
二
米
あ
っ
て
、
発
掘

範
囲
内
で
計
一
四
個
遺
存
し
て
い
た
。

特
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
う
ち
の
五

個
は
、
焼
成
後
、
円
筒
部
を
円
筒
に

直
交
す
る
平
面
で
途
中
か
ら
切
断
し
、

切
断
面
を
底
と
し
て
樹
立
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
埴
輪
上
面
の
高
さ
を
揃
え

る
た
め
の
処
理
な
の
か
、
運
搬
中
に
壊

れ
た
も
の
か
、
或
じ
は
個
数
が
不
足

し
た
た
め
に
鍵
形
品
一
本
を
二
本
と
し

て
水
増
し
し
た
た
め
な
の
か
、
判
断
は

む
つ
か
し
い
が
、
興
味
あ
る
事
実
で
あ

る
。

　
第
一
段
平
坦
面
の
埴
輪
は
、
円
筒
基
底
部
の
五
～
一
〇
糎
を
か
ろ
う
じ
て

と
ど
め
る
程
度
で
あ
る
が
、
配
列
間
隔
は
約
一
米
で
あ
り
、
一
四
個
検
出
し

得
た
。
ま
た
第
二
段
平
坦
面
の
埴
輪
は
現
位
置
を
と
ど
め
る
も
の
に
乏
し
い

が
、
配
列
間
隔
は
約
一
米
と
考
え
ら
れ
る
。
墳
頂
朝
北
の
埴
輪
列
は
基
底
部

を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る
も
の
三
個
を
検
出
し
得
た
の
み
で
、
配
列
間
隔
は
不

明
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
第
一
、
第
二
両
点
平
坦
面
の
埴
輪
列
は
密
度
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高
く
配
列
し
、
そ
の
位
置
も
段
平
坦
颪
と
そ
の
下
の
斜
面
と
の
境
の
肩
部
近

く
に
あ
る
の
に
対
し
、
基
底
平
坦
面
埴
輪
列
の
み
配
列
問
隔
が
粗
で
、
し
か

も
葺
石
根
石
に
接
し
て
な
ら
べ
て
い
る
点
に
配
列
法
の
差
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
埴
輪
樹
立
の
た
め
の
掘
方
の
検
出
に
は
、
注
意
を
は
ら

っ
た
が
、
第
一
、
第
二
の
各
平
坦
面
埴
輪
列
は
肩
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め

流
土
が
多
く
、
明
確
な
掘
方
は
検
出
で
き
ず
、
か
ろ
う
じ
て
、
基
底
平
坦

面
埴
輪
列
の
一
箇
所
に
お
い
て
、
一
辺
約
五
〇
糎
の
隅
丸
方
形
で
深
さ
三

一
〇
糎
の
掘
方
を
検
出
し
た
。
こ
れ
が
他
の
埴
輪
の
場
合
に
も
同
じ
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
円
筒
埴
輪
一
本
ご
と
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
円
筒
壇
輪
の
編
年
論
的
位
置
づ
け

　
墳
丘
の
各
平
坦
面
の
埴
輪
中
に
は
形
象
埴
輪
は
一
片
も
な
か
っ
た
。
現
位

躍
を
と
ど
め
る
も
の
は
、
す
べ
て
円
筒
の
底
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
め
周
囲
に

円
筒
埴
輪
お
よ
び
朝
顔
形
埴
輪
の
口
縁
片
が
遺
存
し
て
い
た
。
し
か
し
転
落

に
よ
る
移
動
が
激
し
い
た
め
、
完
全
に
一
個
体
に
復
原
で
き
る
も
の
は
極
め

て
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
円
筒
形
と
朝
顔
形
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
樹

立
さ
れ
て
い
た
か
の
復
原
的
考
察
は
む
つ
か
し
い
が
、
墳
頂
部
方
形
埴
輪
列

に
お
い
て
は
、
円
筒
形
二
～
三
本
に
つ
き
一
本
の
割
合
で
朝
顔
形
が
認
め
ら

れ
る
の
に
対
し
、
墳
丘
各
平
坦
面
の
埴
輪
列
に
あ
っ
て
は
、
朝
顔
形
の
比
率

が
よ
り
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
得
る
程
度
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
埴
輪
の
円
筒
底
部
の
直
径
は
方
形
埴
輪
体
中
に
径
五
〇
糎
の
特

別
に
大
き
い
も
の
が
一
本
あ
っ
た
が
他
の
大
部
分
は
三
五
～
四
〇
糎
の
範
囲

に
あ
り
、
接
合
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。
円
筒
埴
輪

の
口
縁
部
は
少
し
外
方
に
開
く
傾
向
を
持
ち
、
口
縁
端
部
の
細
か
い
特
徴
で

二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
ま
た
朝
顔
藩
士
輪
の
上
半
部
の
壷
の
部
分
は

涌
水
の
薄
い
も
の
が
多
い
。

　
円
筒
壌
輪
、
朝
顔
形
埴
輪
を
通
じ
て
、
透
し
孔
は
豊
角
形
と
縦
長
長
方
形

で
あ
り
、
円
形
は
な
い
。
外
表
面
に
は
べ
ソ
ガ
ラ
を
塗
布
し
て
い
る
。
タ
ガ

の
特
徴
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
そ
の
断
面
で
い
え
ば
幅
0
・
七
～
一
・
二

糎
に
対
し
て
突
出
の
長
さ
は
一
・
五
～
二
・
三
糎
の
範
囲
で
変
化
し
、
全
体

に
突
出
度
が
強
い
。
成
形
技
法
は
底
部
の
下
端
を
幅
約
一
〇
糎
の
粘
土
帯
で

つ
く
り
、
そ
の
上
に
幅
二
～
照
臨
の
粘
土
紐
を
巻
き
あ
げ
た
の
ち
、
外
面
を

タ
テ
方
向
の
刷
毛
目
で
調
整
し
、
そ
の
上
に
貼
り
つ
け
た
タ
ガ
の
上
を
、
軽

く
ヨ
コ
ナ
デ
し
て
い
る
。
内
面
の
多
く
は
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
調
整
す
る
が

刷
毛
調
整
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
技
法
の
差
か
ら
い
く
つ
か
の
タ

イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
畿
内
の
他
の
古
墳
出
土
の
円
筒
埴
輪
と
の
比
較
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
に
外
面
を
タ
テ
方
向
の
刷
毛
目
で
調
整
し
た
の
ち
、
突
娼
度
の
強
い
タ
ガ

を
貼
り
つ
け
、
タ
ガ
の
上
を
ヨ
コ
ナ
デ
す
る
特
徴
を
持
つ
円
筒
調
革
は
前
期

古
墳
出
土
の
円
筒
埴
輪
の
中
で
も
古
い
要
素
を
示
し
、
タ
テ
方
向
の
刷
毛
目
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金
蝿
の
あ
と
ト
タ
ガ
を
貼
り
つ
け
“
そ
の
上
を
ヨ
コ
ナ
デ
し
た
あ
と
“
さ
ら

に
タ
ガ
と
タ
ガ
と
の
間
を
横
方
向
の
刷
毛
目
で
再
度
調
整
す
る
特
徴
を
持
つ

も
の
は
新
し
い
傾
向
を
示
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
回
目
の
横
方
向
の
刷
毛
目

調
整
を
省
略
し
た
も
の
は
、
後
期
以
降
の
円
筒
埴
輪
に
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
舗
の
内
部
購
造
や
副
葬
品
か
ら
考
え
得
る
編
年
的
位
置
と
、
以
上

の
埴
輪
製
作
技
法
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
壼
　
　
　
棺

　
壌
丘
北
部
の
第
三
ト
レ
ン
チ
内
に
お
い
て
、
墳
頂
平
坦
面
の
肩
部
で
一
個

の
壷
形
土
器
を
検
出
し
た
（
挿
図
1
の
×
印
）
。
卵
形
の
胴
部
に
屈
曲
し
て

垂
直
に
立
ち
上
が
る
口
頸
部
を
付
し
た
壷
形
土
器
で
、
口
縁
径
は
二
〇
糎
あ

る
。
口
縁
部
は
内
外
面
と
も
に
ヨ
コ
ナ
デ
調
整
し
、
胴
部
外
面
は
タ
テ
方
向

の
刷
毛
目
、
内
面
は
タ
テ
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
で
調
整
し
て
い
る
。
大
阪
府
船

橋
遺
跡
0
1
1
層
出
土
品
に
類
似
す
る
。
こ
の
土
器
は
表
土
直
下
か
ら
出
土

し
た
が
、
墳
丘
面
部
に
あ
っ
た
た
め
流
土
が
著
し
く
、
壷
の
底
部
に
接
し
て
、

掘
方
ら
し
き
窪
み
を
か
ろ
う
じ
て
検
出
し
得
た
の
み
で
あ
る
が
、
も
と
は
壌

を
掘
っ
て
埋
め
込
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墳
丘
築
成
後
に
埋
め
ら

れ
た
壷
棺
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
都
出
比
呂
志
）

四
　
元
稲
荷
古
墳
前
方
部
墳
丘
の
調
査

京都向日丘陵の前期古墳群の調査

　
過
去
の
調
査

　
元
稲
荷
古
墳
は
、
京
都
府
乙
訓
郡
向
日
町
大
字
向
日
小
字
北
山
に
あ
り
、

南
・
北
に
長
い
向
臼
丘
陵
南
端
の
標
高
五
六
米
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
向

B
丘
陵
の
古
墳
疇
代
前
期
の
古
墳
群
の
う
ち
で
は
最
南
端
に
あ
た
り
、
標
高

も
最
も
低
い
位
億
に
あ
る
。
本
墳
は
南
面
す
る
前
方
後
方
形
を
呈
す
る
が
、

一
九
六
〇
年
、
向
日
町
水
道
局
が
、
貯
水
槽
を
後
方
部
に
建
設
し
た
際
、
西

谷
真
治
氏
を
申
心
と
す
る
京
大
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
人
々
に
よ
っ
て
審

前
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
は
、
墳
丘
外
形
の
測
量
、
後
方
部
主
体
の

発
掘
、
後
方
部
墳
丘
斜
面
［
葺
石
の
一
部
が
調
査
さ
れ
た
が
、
調
査
期
間
の
制

限
を
受
け
た
た
め
、
墳
丘
全
体
に
つ
い
て
の
充
分
な
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

　
こ
の
前
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
既
に
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
が
、
後
方
部
中
央
に
竪
穴
式
石
室
を
築
き
、

盗
掘
の
た
め
副
葬
品
は
少
な
か
っ
た
が
、
銅
鐡
一
本
、
お
よ
び
、
鐡
・
刀
剣
・

槍
・
矛
・
石
突
。
刀
子
・
錐
。
鉋
・
斧
な
ど
の
鉄
製
品
、
そ
し
て
土
師
器
壺

一
個
が
退
存
し
て
い
た
。
盗
掘
を
受
け
な
け
れ
ば
、
本
来
は
副
葬
品
の
豊
富
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な
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
調
査

　
今
回
の
調
査
は
、
添
紋
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
向
日
神
社
が
、
前
方
部
を

売
却
し
、
そ
の
近
く
に
結
婚
式
場
を
建
設
す
る
計
画
を
た
て
た
の
で
、
前
方

部
を
も
含
め
た
本
墳
の
現
状
保
存
を
は
か
る
た
め
に
、
前
方
部
の
裾
の
確
認

と
あ
わ
せ
て
、
前
方
蓬
髪
丘
の
葺
石
、
埴
輪
の
検
出
お
よ
び
前
方
部
主
体
の

有
無
の
確
認
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。

　
　
調
査
主
体
者
　
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
（
代
表
有
光
教
一
）

　
囁
調
査
担
当
者
　
都
出
比
呂
志

　
　
調
査
参
加
者
　
川
又
正
智
、
永
島
暉
臣
慎
、
岡
内
三
面
、
川
西
宏
幸
、

丹
羽
祐
一
、
吉
田
恵
二
、
小
林
謙
一
、
末
本
信
策
、
篠
原
徹
、
瀬
戸
和
樹
、

和
田
晴
吾
、
大
朝
利
和
、
滝
山
昆
彦
、
掛
井
莫
樹
、
瀬
川
健
、
西
口
寿
生
、

岩
根
謙
…
、
鈴
木
き
み
子
、
上
坂
照
代
。
調
査
は
一
九
七
学
年
七
月
二
七
日

か
ら
九
月
二
六
日
の
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
た
。

　
こ
の
調
査
に
対
し
て
発
掘
を
承
諾
し
て
頂
い
た
本
宮
土
地
所
有
者
向
日
神

社
、
宿
舎
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
石
塔
寺
の
武
田
日
行
、
故
谷
口
日
文
両
氏

は
じ
め
御
家
族
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
以

下
に
述
べ
る
成
果
を
得
た
が
、
地
元
の
乙
訓
の
文
化
遺
産
を
守
る
会
を
中
心

と
す
る
保
存
運
動
の
結
果
、
六
十
部
克
巳
宮
司
を
は
じ
め
向
日
神
社
の
理
解

を
得
、
さ
ら
に
向
日
町
当
局
の
努
力
の
結
果
、
本
法
を
後
方
部
、
前
方
部
と

も
に
町
が
貿
い
上
げ
て
保
存
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
後
方
部
石
室
は
前
回

の
水
道
局
の
工
事
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
近
畿
地
方
で
数
少
な
い

前
方
後
方
墳
の
全
形
が
現
状
保
存
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
調
査
経
過
を
略
述
す
る
。
ま
ず
挿
図
5
の
よ
う
に
、
前
方
部
主
軸
線

に
平
行
す
る
幅
二
米
の
ト
レ
ン
チ
及
び
、
く
び
れ
部
と
前
方
部
墳
頂
南
端
と

に
お
い
て
、
主
軸
と
直
交
す
る
ト
レ
ン
チ
証
本
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
段
築
成
の
各
斜
面
に
葺
石
を
確
認
し
得
た
の
で
、
く
び
れ
部
に
つ
い
て
は

保
存
の
よ
い
西
測
を
選
ん
で
発
掘
面
積
を
広
げ
た
。
さ
ら
に
後
方
部
南
東
隅

を
確
認
す
る
た
め
の
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
前
方
部
中
央
付
近
、

主
軸
に
平
行
す
る
ト
レ
ン
チ
内
で
埴
輪
片
が
密
集
す
る
部
分
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
区
域
を
広
げ
て
、
埴
輪
片
の
散
布
範
囲
を
確
認
し
た
。
ま
た
墳
丘
築
成

の
あ
り
方
を
見
る
た
め
に
、
葉
南
部
の
、
南
北
に
長
い
崩
壊
部
分
と
束
側
の

南
部
ト
レ
ン
チ
で
墳
丘
を
地
山
直
上
ま
で
断
ち
割
り
、
断
面
観
察
を
行
な
っ

た
。
な
お
、
前
方
部
東
肩
の
地
下
に
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
墳

丘
を
東
西
に
横
断
す
る
ト
レ
ン
チ
は
設
定
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
各
項
に
わ

け
て
調
査
結
果
を
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
墳
丘
築
成

　
前
圓
の
調
査
の
際
の
雀
形
測
量
に
よ
っ
て
本
心
の
規
模
は
判
明
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
長
八
四
米
、
後
方
部
の
一
辺
五
四
米
、
後
方
部
の

高
さ
七
米
、
南
端
部
に
お
け
る
前
方
増
幅
四
三
米
、
前
方
部
の
最
高
部
の
高
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さ
三
米
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
葺
石
検
出
に
よ
る
裾
の
外
郭
線
に
よ
れ
ば
、

後
方
部
面
五
二
米
、
前
方
部
南
端
幅
四
六
米
と
修
正
す
べ
き
こ
と
、
く
び
れ

部
に
お
け
る
前
方
部
幅
は
二
二
米
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
墳
丘
築
成
前
の
旧
地
表
の
標
高
は
前
方
部
中
央
で
五
七
米
、
南
端

で
五
五
・
七
米
と
な
る
か
ら
、
墳
丘
は
北
か
ら
南
に
む
か
っ
て
比
高
差
二
～

三
米
内
外
の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
丘
陵
尾
根
上
に
築
か
れ
て
お
り
、
前

方
部
墳
丘
の
大
部
分
は
盛
土
で
あ
る
。
こ
の
封
土
内
か
ら
は
、
先
土
器
時
代

の
ナ
イ
フ
ブ
レ
イ
ド
を
は
じ
め
、
弥
生
式
無
代
中
後
期
の
土
器
片
多
数
と
石

庖
丁
、
石
鐡
、
石
錐
お
よ
び
焼
土
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
墳
丘
と
旧
地
表
と
の

あ
い
だ
に
、
厚
さ
一
〇
～
二
〇
糎
の
黒
色
土
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

古
墳
の
直
下
お
よ
び
周
辺
の
弥
生
式
蒔
代
の
集
落
造
跡
を
破
壊
し
、
そ
の
土

を
封
土
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
回
の
調
査
で
前
方
部
墳

丘
南
端
と
そ
の
南
方
約
二
〇
米
の
土
堤
状
に
小
高
い
部
分
と
に
よ
っ
て
は
さ

ま
れ
る
平
坦
な
窪
み
、
お
よ
び
前
方
部
東
方
の
平
坦
地
が
、
空
濠
で
は
な
い

か
と
懇
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
墳
丘
外
の
南
方
お
よ
び
東
方
に
ト
レ
ン

チ
を
延
長
し
て
調
査
し
た
結
果
、
南
と
東
の
若
干
低
い
平
坦
地
は
前
方
部
築

成
の
際
、
盛
土
用
に
削
り
と
っ
た
あ
と
で
あ
り
、
南
方
の
土
堤
は
そ
の
際
の

地
山
の
透
り
残
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
墳
丘
斜
面
と
葺
石

　
前
方
部
は
二
段
築
成
で
あ
る
。
下
か
ら
順
に
基
底
平
坦
面
、
第
一
段
餅
面
、

第
一
段
平
坦
面
、
第
二
段
斜
面
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
各
段
の
斜
面
に
は

葺
石
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
西
側
と
南
側
の
第
二
段
斜
面
葺
石
の
根

石
が
砂
岩
や
チ
ャ
ー
ト
の
石
材
を
使
い
、
三
〇
～
四
〇
糎
大
の
大
き
い
も
の

で
あ
る
た
め
、
確
実
な
裾
の
線
を
把
え
得
た
が
、
他
の
部
分
で
は
全
体
と
し
，

て
華
壇
を
使
用
し
て
い
る
た
め
葺
石
下
端
は
不
聖
意
で
あ
っ
た
。
ま
た
各
段

斜
面
の
上
半
部
の
葺
石
は
崩
壊
し
て
下
半
分
に
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
葺
石

遺
存
範
囲
は
挿
図
5
の
よ
う
に
な
る
。

　
葺
石
の
貼
り
つ
け
方
は
、
根
石
を
据
え
た
の
ち
、
小
礫
を
根
石
の
裏
に
こ

め
、
そ
の
上
に
順
次
積
み
重
ね
て
ゆ
く
と
い
う
前
期
古
墳
に
普
通
に
見
る
あ

り
方
を
し
て
い
る
が
、
西
側
く
び
れ
部
で
検
出
し
た
後
方
部
第
二
段
斜
面
下

半
部
の
積
み
方
は
、
裏
込
め
の
小
礫
を
つ
め
ず
、
大
き
な
礫
を
タ
イ
ル
ば
り

の
ご
と
く
一
重
に
斜
面
に
貼
り
つ
け
る
と
い
う
特
異
な
積
み
方
を
し
て
い
た
。

ま
た
こ
の
西
側
ク
ビ
レ
都
で
の
後
方
部
と
前
方
部
と
の
葺
石
の
差
異
（
図
版

W
－
1
）
は
、
両
者
が
連
続
工
程
で
積
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
葺
石
の
裾
の
検
出
に
よ
っ
て
、
第
一
段
平
坦
面
も
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
平
坦
面
輻
は
平
均
一
米
で
あ
る
。
各
斜
面
の
水
平
距
離
は
、
第

二
段
で
は
三
米
前
後
で
一
定
す
る
の
に
対
し
、
第
一
段
の
そ
れ
は
く
び
れ
部

付
近
で
は
三
米
で
あ
る
が
南
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
広
く
な
り
南
西
で
は
四
米
と

な
る
。
傾
斜
角
度
は
一
七
～
二
二
度
で
あ
る
。
平
坦
面
の
高
さ
は
同
一
平
面
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上
に
な
く
、
基
底
平
鋼
面
も
第
一
段
平
痢
面
も
と
も
に
前
方
部
西
側
は
東
側

よ
り
、
平
均
約
○
・
四
米
高
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
段
平
坦
面
は
く

び
れ
部
か
ら
南
に
ゆ
く
ほ
ど
高
く
な
り
、
墳
の
南
端
に
お
い
て
最
も
高
く
、

そ
の
差
は
約
一
米
に
も
達
す
る
。
こ
れ
は
前
方
部
が
南
端
で
急
激
に
高
く
な

る
外
形
と
も
対
癒
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
斜
面
の
斜
距
離
に
も
影
響
し
て

お
り
、
ク
ビ
レ
部
付
近
で
は
第
一
段
斜
面
、
第
二
段
斜
面
と
も
に
三
・
三
米

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
方
部
南
端
正
面
で
は
、
第
一
段
斜
面
五
・
七
米
、

、
第
二
段
斜
面
三
・
三
米
と
な
っ
て
、
南
端
部
第
一
段
斜
面
の
斜
題
離
を
著
し

く
長
く
と
っ
て
い
る
。
こ
の
築
成
法
は
、
前
方
都
正
面
を
大
き
く
見
せ
る
効

果
を
生
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
以
上
の
斜
面
や
平
担
薗
に
お
い
て
は
埴
輪
片
は
一
片
も
検
出
し
得
ず
、

墳
丘
を
め
ぐ
る
埴
輪
列
の
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
前
方
部
内
部
主
体
の
有
無

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
当
初
は
前
方
部
に
お
け
る
埋
葬
主
体
の
有
無
の

確
認
を
も
意
図
し
て
い
た
が
、
前
方
部
申
央
に
お
け
る
埴
輪
の
検
出
に
多
く

の
時
間
を
費
し
た
結
果
、
主
体
確
認
の
作
業
と
し
て
は
、
埴
輪
区
画
直
下
及

び
、
前
方
部
主
軸
線
に
平
行
す
る
ト
レ
ン
チ
を
地
山
ま
で
掘
り
下
げ
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
主
体
部
が
な
い
と
断
定
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る

が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
大
き
な
土
壌
を
掘
り
込
ん
で
そ
の
中
に
竪
穴
式
石

室
を
梅
漏
す
る
よ
う
な
、
大
が
か
り
な
主
体
部
が
な
か
っ
た
こ
と
は
動
か
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
埴
輪
お
よ
び
壼
形
土
器
供
献
区
画

　
墳
丘
工
部
や
斜
面
平
坦
面
に
は
埴
輪
を
樹
立
し
て
い
な
い
が
、
前
方
部
の

ほ
ぼ
中
央
に
埴
輪
片
と
壷
形
土
器
片
の
密
集
す
る
区
画
が
あ
っ
た
。
破
片
の

密
集
す
る
範
囲
は
挿
図
5
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
南
北
約
二
米
、
東
西

約
四
米
の
長
方
形
の
中
に
お
さ
ま
る
。
破
片
は
地
表
下
一
〇
～
三
〇
糎
の
範

囲
で
出
土
し
、
小
片
と
な
っ
て
散
乱
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
か
ろ
う
じ
て

円
筒
埴
輪
の
｝
個
が
底
部
を
約
五
工
程
度
の
高
さ
で
残
し
て
樹
立
さ
れ
た
状

態
を
と
ど
め
て
い
た
（
図
版
W
－
2
）
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
埴
輪
は
川
西
宏
幸
、
西
口
寿
生
に
よ
っ
て
復
原
中
で
あ

る
が
、
円
簡
埴
輪
片
は
六
～
七
個
分
に
分
類
で
き
る
。

　
そ
の
形
態
を
復
原
で
き
た
…
例
で
示
せ
ば
、
挿
図
6
の
と
お
り
で
あ
る
。

頸
部
か
ら
外
へ
屈
曲
し
て
垂
直
に
立
ち
あ
が
る
口
縁
部
を
有
し
、
タ
ガ
で
区

画
さ
れ
た
胴
部
に
無
文
帯
と
透
し
孔
文
様
帯
と
を
配
し
て
い
る
。
透
し
孔
は

三
角
形
と
変
形
巴
形
と
か
ら
な
り
、
変
形
島
形
の
透
し
孔
は
円
周
上
に
四
個

あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
対
向
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
そ
の
規
模
は
、
口
縁

径
三
六
糎
、
底
径
三
二
糎
、
口
縁
か
ら
底
部
ま
で
完
全
に
は
接
合
し
得
ぬ
た

碑
、
高
さ
は
明
確
さ
を
欠
く
が
、
総
高
一
〇
三
糎
と
復
原
で
き
る
。
器
壁
の

厚
み
は
平
均
○
・
七
糎
、
底
部
第
一
段
の
み
一
堂
と
厚
く
な
る
。
タ
ガ
は
断

面
ほ
ぼ
蕉
方
形
で
幅
○
・
煙
雲
、
突
出
は
○
・
六
～
○
・
七
糎
で
あ
る
。
な
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図
6
元
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荷
古
墳
出
土
円
筒
埴
輪
（
－
［
6
）
（
規
西
宏
幸
実
測
・
製
図
）
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の
も
の
と
刷
毛
目
調
整
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
胎
土
は
砂
粒
の
含
有
の
度

合
で
い
く
つ
か
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
、
六
～
七
本
の
す
べ
て
の
外
面
に
、

ベ
ン
ガ
ラ
を
厚
く
塗
布
し
て
い
る
。
以
上
に
見
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
塘
輪

は
、
成
形
・
調
整
に
お
い
て
丁
寧
な
つ
く
り
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
種
の
埴
輪
の
類
例
を
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
に
求
め
れ
ば
、
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

山
県
都
落
～
猫
背
出
土
の
も
の
が
あ
り
、
形
態
、
大
き
さ
で
殆
ん
ど
差
異
を

認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
異
な
る
点
の
第
一
は
、
本
貫
出
土
の
六
～
七
個
の
う
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お
、
挿
図
6
に
示
し
た
一
例
は
タ
ガ
と
タ
ガ
と
の
間
に
透
し
孔
を
配
す
る
の

み
で
あ
る
が
、
透
し
孔
の
周
囲
を
ヘ
ラ
描
き
の
沈
欝
に
よ
る
直
線
と
曲
線
と

で
う
め
て
い
る
別
の
個
体
が
あ
り
、
そ
の
文
様
の
一
単
位
を
展
開
図
で
示
せ

ば
挿
図
7
の
よ
う
に
な
る
（
図
で
上
段
の
二
個
の
三
角
形
透
孔
で
は
さ
ま
れ

る
部
分
が
一
単
位
）
。
こ
の
ヘ
ラ
描
き
文
様
も
個
体
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

三
種
類
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
そ
の
成
形
と
調
整
の
技
法
は
、
外

面
は
タ
テ
方
向
刷
毛
臼
の
上
を
軽
く
ヨ
コ
ナ
デ
し
、
内
面
は
ヘ
ラ
削
り
調
整
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20　cmO

挿図7　元稲荷古墳出土埴輪単位文様（都出製図〉

ち
三
～
四
個
は
透
し

孔
の
周
囲
の
ヘ
ラ
描

き
沈
線
文
を
省
略
し

て
い
る
こ
と
、
第
二

は
、
毎
月
一
号
墳
例

に
見
る
よ
う
な
口
縁

部
の
鋸
歯
文
の
省
略

や
、
タ
ガ
と
タ
ガ
と

の
間
の
沈
線
文
様
の

構
成
原
理
で
の
微
妙

な
差
の
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
文
様
の
構
成

原
理
で
比
較
す
れ
ば
、

本
墳
例
は
置
月
一
号

墳
例
と
は
、
同
一
型

式
内
に
位
置
し
な
が

ら
、
わ
ず
か
に
後
出

的
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
壷
形
土
器

は
、
五
～
六
個
分
の

破
片
が
あ
る
。
そ
の
形
態
は
、
胴
張
り
の
強
い
球
形
の
胴
部
に
、
ほ
ぼ
垂
直

に
立
ち
t
る
頸
部
を
付
し
、
そ
の
上
に
、
屈
曲
し
て
外
反
す
る
、
い
わ
ゆ
る

複
合
口
縁
を
付
す
る
形
態
で
、
底
部
に
直
径
十
数
糎
の
円
孔
を
焼
成
前
に
穿

っ
て
い
る
。
口
縁
径
は
三
七
糎
、
胴
部
最
大
径
三
六
糎
、
高
さ
は
復
原
を
完
了

し
て
い
な
い
が
三
五
～
四
〇
糎
と
な
る
。
器
壁
の
厚
み
は
一
日
内
外
で
あ
る
。

そ
の
調
整
技
法
は
口
縁
部
内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
外
面
上
半
は
タ
テ

方
向
の
燧
煙
目
、
下
半
は
タ
テ
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
、
胴
部
内
面
は
ヨ
コ
方
向

の
指
ナ
デ
、
下
半
は
タ
テ
方
向
の
指
ナ
デ
で
処
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
～

六
個
の
土
器
は
砂
粒
の
含
有
の
度
合
に
よ
っ
て
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
こ
の

壷
形
土
器
の
形
態
や
製
作
技
法
も
ま
た
都
月
一
号
墳
例
と
類
似
点
を
有
し
て

い
る
。

　
以
上
の
埴
輪
と
壷
形
土
器
と
は
、
接
合
し
得
る
破
片
の
出
土
位
置
を
検
討

し
た
結
果
、
破
壊
後
あ
ま
り
原
位
置
を
変
え
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
前
述
の
よ
う
に
一
個
の
壇
輪
は
樹
立
し
た
際
の
底
部
を
か
ろ
う
じ
て
原

位
置
に
残
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら
六
～
七
個
の
植
輸
が
長
方
形
区
函
内
に

一
定
の
闘
隔
を
お
い
て
樹
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
し
、
埴
輪
片

と
壷
形
土
器
片
と
は
、
ま
ん
べ
ん
な
く
混
在
し
て
い
た
か
ら
、
壷
形
土
器
は

円
筒
埴
輪
の
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
得
る
。
そ
の
場
合
、
円
筒
埴
輪

口
縁
側
と
壷
形
土
器
の
胴
部
径
と
を
比
較
す
る
と
壷
形
土
器
胴
部
の
下
半
部

は
円
筒
内
に
か
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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以
上
の
よ
う
に
本
墳
に
お
い
て
は
、
長
方
形
区
画
内
に
壷
形
土
器
を
載
せ

た
円
筒
埴
輪
が
六
～
七
個
樹
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
都
月
一
号
墳

例
の
よ
う
に
墳
丘
斜
面
踏
継
に
巡
ら
す
樹
立
状
態
と
は
異
な
っ
て
い
る
し
、

畿
内
の
前
期
古
墳
に
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
墳
丘
患
部
や
斜
面
平
坦
面
に

巡
ら
す
あ
り
方
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
前
國
の
調
査
の
際
、
後
方
部
斜
面
で

も
数
片
の
円
筒
埴
輪
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
し
こ
れ
が
、
後
方
部

頂
上
部
に
樹
立
さ
れ
た
も
の
が
流
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
後
方
部
頂
に
も
同

種
の
壇
輪
区
画
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
得
る
。

　
円
筒
埴
輪
起
源
問
題

　
と
こ
ろ
で
、
近
藤
義
郎
・
春
成
秀
爾
両
氏
は
都
月
一
号
零
落
や
本
墳
例
の

よ
う
な
特
徴
を
も
つ
円
筒
填
輪
が
、
岡
由
県
を
婆
心
と
す
る
地
域
の
弥
生
式

蒋
代
の
特
殊
首
台
か
ら
の
系
譜
を
持
ち
、
前
期
古
墳
に
一
般
に
見
ら
れ
る
普

通
の
円
筒
埴
輪
に
転
化
す
る
直
前
の
型
式
と
認
定
し
て
、
埴
輪
の
起
源
論
に

新
見
解
を
提
示
し
た
。
た
し
か
に
帯
磁
一
号
境
例
や
木
墳
例
の
よ
う
な
形
態
、

と
く
に
そ
の
屈
曲
す
る
口
縁
部
の
形
態
を
瀬
戸
内
地
方
の
特
殊
器
台
か
ら
の

系
譜
関
係
で
説
明
す
る
点
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
、
口
縁
部
が
垂

直
の
定
形
化
し
た
円
筒
埴
輪
は
、
本
挙
例
の
ご
と
く
屈
曲
す
る
口
琴
都
が
退

化
消
減
し
、
口
縁
部
が
垂
直
に
変
化
す
る
過
程
で
発
生
し
た
も
の
と
し
て
、

一
元
的
に
把
え
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
円
筒
埴
輪
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
も
の
の
口
縁
部

に
注
意
す
る
と
、
口
縁
端
と
口
縁
直
下
の
タ
ガ
と
の
間
隔
が
特
励
に
狭
く
、

幡
圏
～
五
糎
を
示
し
、
口
縁
部
が
若
干
外
反
す
る
特
徴
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
注
3
）
　
　
　
（
注
漣
）
　
　
　
　
　
（
注
5
）

大
阪
府
御
旅
山
古
墳
、
薄
紅
茸
山
古
墳
、
岡
山
県
金
蔵
山
古
墳
（
報
告
書
で

A
S
1
4
と
さ
れ
て
い
る
も
の
）
な
ど
、
実
測
図
の
発
表
さ
れ
た
も
の
の
中

に
も
こ
の
種
の
円
筒
埴
輪
が
あ
り
、
四
世
紀
末
～
五
世
紀
前
半
に
編
年
さ
れ

て
い
る
も
の
に
類
例
が
多
い
。
そ
の
口
縁
部
の
軽
微
は
、
本
曇
例
や
掛
帯
一

号
額
縁
の
よ
う
な
屈
曲
す
る
口
縁
部
が
退
化
し
た
形
態
と
し
て
説
明
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）
　
　
　
　
（
注
7
）

が
最
も
自
然
で
あ
る
。
ま
た
大
阪
府
池
田
茶
臼
山
古
墳
、
京
都
府
磐
戸
古
墳

出
土
の
、
口
縁
部
が
急
角
度
で
外
反
す
る
円
筒
埴
輪
も
同
じ
扱
い
を
し
て
も

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
円
筒
埴
輪
は
、
円
筒
の
口
縁
か
ら
底
部
ま
で

を
三
～
四
本
の
タ
ガ
で
ほ
ぼ
等
間
隔
に
区
分
す
る
普
通
の
円
筒
埴
輪
と
は
形

懲
的
に
区
別
し
得
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
に
お
い
て
普
通
の
円
筒
埴
輪
と

共
存
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
有
鰭
円
筒
に
は
、
こ
の
特
徴
を
有

す
る
も
の
が
あ
る
。
岡
山
県
金
蔵
山
古
墳
例
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
円
筒
埴

輸
の
上
に
蓋
然
埴
輪
を
の
せ
る
場
合
も
あ
る
。
。
し
た
が
っ
て
こ
の
種
の
円

筒
植
輪
は
、
本
来
そ
の
上
に
他
の
埴
輪
を
載
せ
る
器
台
と
し
て
の
用
途
を
意

識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
単
純
化
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
定
形
化
し

た
段
階
で
の
普
通
の
円
筒
埴
輪
は
、
た
だ
「
配
列
の
た
め
の
円
筒
」
で
あ
り
、

こ
の
種
の
円
筒
壇
輪
は
「
も
の
を
載
せ
る
器
台
円
筒
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

都
月
一
号
墳
田
土
の
公
表
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
、
本
墳
例
の
ご
と
き
、
屈

ノ
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曲
し
た
口
縁
部
を
も
つ
も
の
に
混
じ
っ
て
、
口
縁
部
が
垂
直
に
近
・
＼
普
通

の
円
筒
埴
輪
に
近
い
も
の
が
あ
る
（
近
藤
・
春
成
両
氏
が
C
類
と
呼
ぶ
も
の
）
。

　
こ
の
よ
う
に
円
筒
埴
輪
を
普
通
円
筒
と
器
台
円
筒
と
に
分
類
す
る
立
場
に

立
て
ば
、
都
島
一
号
事
例
や
本
田
例
の
ご
と
き
屈
曲
し
た
口
器
を
持
つ
も
の
、

お
よ
び
そ
の
退
化
型
式
は
、
直
線
的
に
普
通
の
円
筒
埴
輪
の
形
態
に
転
化
・

消
減
し
た
の
で
は
な
く
、
器
台
円
筒
と
し
て
命
脈
を
保
ち
、
普
通
の
円
筒
と

は
区
別
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
と
セ
ッ
ト
を
な
し
て
、
少
く
と
も
五
世
紀
前
半
ま

で
の
古
墳
で
共
存
し
て
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
吊
台
円
筒

と
普
通
円
筒
と
を
、
単
純
に
前
後
関
係
と
し
て
把
え
る
の
で
は
な
く
、
セ
ヅ

ト
関
係
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

　
で
は
、
普
通
円
筒
は
、
ど
の
よ
う
な
系
譜
で
い
つ
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
近
藤
・
春
成
両
氏
の
ご
と
く
普
通
円
筒
を
器
台
円
筒
の
退
化
形
式
と
し

て
認
識
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
普
通
円
筒
も
ま
た
、
弥
生
式
時
代
の
特
殊
器

台
か
ら
繊
月
型
の
、
屈
曲
し
た
銀
縁
を
も
つ
器
量
円
筒
を
経
る
系
譜
で
す
べ

て
説
朗
し
っ
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
一
号
墳
中
に
普
通
円
筒
に
近
い

も
の
が
共
存
す
る
こ
と
を
以
て
、
こ
の
段
階
で
器
台
円
筒
か
ら
普
通
円
筒
が

枝
分
れ
す
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
本
墳
出
土
の
器
台
円
筒
は
都
月

一
号
墳
例
よ
り
も
わ
ず
か
に
後
出
的
な
要
素
を
持
ち
な
が
ら
、
普
通
円
筒
を

共
伴
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
本
墳
に
お
い
て
は
、
埴
輪
が
墳
丘
を
囲
鏡
す

る
の
で
は
な
く
、
前
方
部
の
一
区
画
に
集
中
的
に
樹
立
さ
れ
て
い
る
配
置
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
め
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ

も
関
係
す
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
普
通
円
筒
は
、
多
量
に
配
列
す
る
こ

ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
を
契
機
に
発
生
す
る
と
考
え
る
立
場
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
最
古
の
普
通
円
筒
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
の
出

現
時
期
の
範
囲
は
よ
り
限
定
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
厳
密
を
期
す
る

た
め
に
は
、
壷
と
器
台
と
の
結
合
の
産
物
と
し
て
の
朝
顔
型
埴
輪
を
も
あ
わ

せ
て
、
前
期
古
墳
出
土
埴
輪
の
編
年
的
研
究
が
急
が
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課

題
の
解
決
は
正
報
告
書
に
お
い
て
果
す
こ
と
と
し
た
い
。
（
都
出
比
呂
志
）

　
①
　
西
谷
真
治
「
向
日
町
元
稲
荷
古
墳
」
（
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
三

　
　
皿
川
　
　
｝
九
轟
ハ
五
年
）

　
②
近
藤
義
郎
・
春
成
秀
爾
「
埴
輪
の
起
源
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
＝
二
巻
三
号

　
　
　
九
六
七
年
）

　
③
大
阪
府
教
育
委
黄
会
『
羽
曳
野
市
壷
井
御
旅
山
前
方
後
円
墳
発
掘
調
査
概
報
』

　
　
（
一
九
六
八
年
）

　
④
　
西
谷
配
『
紅
茸
山
及
岡
本
東
地
区
遺
跡
の
調
査
』
（
『
高
槻
市
文
化
財
調
査
報
告

　
　
諮
』
第
一
一
冊
　
一
九
六
六
年
）

　
⑤
西
谷
真
治
・
鎌
木
義
昌
『
金
蔵
山
古
墳
』
（
『
倉
敷
考
古
館
研
究
報
告
』
一
一
九

　
　
五
九
年
）

　
⑥
堅
霞
直
『
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
の
研
究
』
（
一
九
六
四
年
）

　
⑦
梅
原
末
治
「
田
辺
町
日
戸
の
古
墳
」
（
『
京
都
府
文
化
財
調
査
書
出
置
第
二
　

　
　
冊
　
｝
九
五
五
年
）

近
藤
喬
一
（
平
安
博
物
館
講
師
・
京
都

都
綴
比
呂
志
（
京
都
大
学
文
学
部
助
手
・
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